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平成２５年白老町議会総務文教常任委員会会議録 

 

平成２５年９月２６日（水曜日） 

   開  会  午後 ６時３０分 

   閉  会  午後 ８時２５分 

                                         

〇会議に付した事件 

 所管事務調査 

１．白老町小学校適正配置計画（案）について 

   ・参考人からの意見聴取について 

   ・ＰＴＡの意見について 

                                         

〇出席議員（６名） 

委 員 長 小 西 秀 延 君      副委員長 山 田 和 子 君 

委  員 吉 田 和 子 君      委  員 斎 藤 征 信 君 

委  員 本 間 広 朗 君      委  員 前 田 博 之 君 

                                         

〇欠席議員（なし） 

                                          

〇説明のため出席した者の職氏名 

参考人（ 緑 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 ） 吉  谷 一 孝 君 

参考人（緑小学校ＰＴＡ副会長） 堀 田 尚 史 君 

参考人（緑小学校ＰＴＡ副会長） 若  林 美由紀 君 

参考人（ 緑 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 監 査 ） 佐々木 正 記 君 

参考人（ 緑 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 監 査 ） 渡  辺 尚 子 君 

                                         

〇職務のため出席した事務局職員 

事 務 局 長    岡 村 幸 男 君 

主     査    本 間 弘 樹 君 
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◎開会の宣告 

○委員長（小西秀延君） ただいまより総務文教常任委員会を開会いたします。 

（午後 ６時３０分）  

 

○委員長（小西秀延君） 昨日に引き続き白老町小学校適正配置計画（案）について、緑丘

小学校のＰＴＡ役員の皆さんに参考人として、本委員会に出席していただき意見をお聞きす

ることとしております。参考人からの意見の陳述の後、参考人に対して質疑を行います。よ

ろしくご審議お願いいたします。 

 それでは調査のため参考人として緑丘小学校ＰＴＡ役員、会長、吉谷一孝氏、副会長、堀

田尚史氏、副会長、若林美由紀氏、監査、牧野直樹氏、監査、渡辺尚子氏の５人を招へいし

ております。  

 参考人の入室をお願いいたします。 

 暫時休憩といたします。 

休憩 午後 ６時３１分  

再開 午後 ６時３２分  

○委員長（小西秀延君） それでは休憩前に引き続きまして、会議を再開いたします。 

 参考人には、本日、大変お忙しい中、本委員会の調査に当たり、参考人として快くお引き

受けをいただきまことにありがとうございます。 

 会議を進めるに当たって、参考人に本委員会について説明いたします。 

 議会には行政の事務事業を調査する常任委員会が２つあります。この委員会は総務文教常

任委員会といいまして、このたびの小学校の適正配置計画（案）について、委員会で調査し

て報告することとしております。 

 そのため関係者からの意見もお聞きしながら、調査を進めることとしておりますのでよろ

しくお願いいたします。 

 それではまず委員の自己紹介をお願いいたします。委員側から山田副委員長お願いいたし

ます。 

○副委員長（山田和子君） 山田和子と申します。きょうはお忙しいところありがとうござ

いました。よろしくお願いいたします。  

○委員（斎藤征信君） 斎藤でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員（吉田和子君） 吉田和子と申します。よろしくお願いいたします。 

○委員（前田博之君） 前田です。よろしくお願いいたします。 

○委員（本間広朗君） 本間です。きょうはよろしくお願いいたします。 

○委員長（小西秀延君） 最後になりますが本委員会の委員長を務めさせていただいており

ます小西と申します。きょうは司会進行させていただきます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 それでは早速ですが参考人の皆さんから、このたびの白老町小学校適正配置計画（案）に
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ついてお話をお聞きしたいと思います。 

 計画案では社台小学校、白老小学校、緑丘小学校３校の統合を進め統合の目標年度は27年

度とされております。統合後の白老小学校施設は緑丘小学校を活用することとしておりま

す。緑丘小学校ＰＴＡの皆さんにはこの計画案に対して教育委員会から説明を受け、アンケ

ート調査の実施や統合に対する協議をされていると思いますが、現段階での協議の状況や統

合に対するお考えについて本日はお話をいただきたいと思っております。 

 ＰＴＡ会長吉谷一孝さん、お願いいたします。 

○参考人（吉谷一孝君） こんばんは。本日は緑丘小学校のＰＴＡ役員ということで副会長、

監査を含めてお邪魔しておりますが、まず前段でお話ししたいことは今回この場で個々に意

見も言ってもらっても構わないかなというふうには思っているのですが、それはあくまでも

個々の意見というふうに受けとめていただきたいというふうに思います。 

 まだ学校ではこの適正配置について近日中、再度その件についてのアンケート調査を行っ

て統計をとった上で、これからどのように進めていくべきかということをやらないと先に進

まないというふうに思っていますし、時間もとてもタイムリーな状況でありますので11月末

ぐらいには、中過ぎ末ぐらいには応諾書に判を押さなければ次の協議に進まないというよう

な状況にありますが、何分小学生といいますか子供たちを抱えている保護者の皆様方は両方

とも一緒に共稼ぎをしている状況でありまして、なかなか説明会にも足を運べるような状況

ではなく文章でのみの案内というか認識しかないというふうに考えております。 

 説明会に参加した段階ではで教育委員会のほうから説明をいただき、私どものほうからあ

くまでもこれは原案であって準備委員会等立ち上がった段階でまた検討の余地ありという

ふうに聞いているのですが、その辺のところも本当にそうなのかどうなのかというところも

ないですし、逆にいうと白老小学校、社台小学校のＰＴＡのほうの意見がどうであったかと

いうことも私たちのところに来ていないので、まずは自分のところの学校のアンケート結果

によって我々ＰＴＡがどういった判断をして、教育委員会のほうに報告するかということを

まずしなければその先に進まないかなということで先日話し合いはしたのですが、中身につ

いてはでそれ以上はちょっと進めないかなというふうなところではあるとは思います。 

○委員長（小西秀延君） よろしいですか。会長。 

 それではご参加いただいているほかの方からもご意見があればいただきたいと思います。 

 まず、若林副会長、何かございましたらどうぞ。 

○参考人（若林美由紀君） 今会長がおっしゃったように、私たちのところに入ってきてい

る話が、まだ考えられる段階の話まではまだきていないので、これからのアンケートをとっ

て、そのアンケートのとり方も協議したのですけれども、27年度とすることと、あと施設は

緑丘小学校を使うこと、校歌、校章も白老小学校のものを使うというところが全部ありきで、

これに最初から賛成か反対かっていう意見をもう出してしまったら、これ全部のんでしまこ

とになのかどうかっていうことも、まだはっきりとわからない段階に話なので、まず緑小は

これを全部受けて賛成・反対をとるかということではなく、一つずつを分けた状態でアンケ

ートをとり、それから私たちＰＴＡ三役も、そのアンケート結果に基づいて考えなくてはな
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らないかなという段階です。 

 だから話がおりてくる段階でここまではもう全部のんでくださいというものなのか、そう

じゃないのかという返答すらもまだいただいていない状態なので、まだそこまで考えられな

い段階です。 

 だから10月頭にアンケートの結果で校章も校歌も緑丘小の校名も全てなくすというもの

を保護者もそれを全部のんだ上での判断なのかどうかということも、まず私たちがＰＴＡの

ほうに話をおろしていかなければいけない段階なので、ただ白小の現状を考えると統廃合は

もうやむを得ないのではないかというのは父兄みんなもう校舎を考えると子供の安全第一

と考えたときにそれはあるだろう。 

 ただ10年前から統廃合の話が出ていて、10年前に一度いろいろな会議も持ってそのときに

何人もの方がそこのとこで会議を積んできました。あの段階で図書館併設の新設校を立てな

ければいけないとか、あの10年前の段階で夢物語を語っているようなものを聞いているよう

なもので、ただあのときから白老小学校が使えない状態だっていうことも明らかにわかって

いることで統合を考えなければいけなかったですよね。あれから10年たっているのにどうし

てここまでほったらかされていたのか。ましてや統廃合を考えるときに歩道橋ですとか線路

の問題がある中で、この間話を聞いたのは歩道橋の劣化も聞きました。とてもじゃないけど

危なくて子供を通せるかどうかという段階だということも聞きました。それについても保護

者の中では10年間ほったらかして、統廃合するときにここを渡らせることについて、じゃそ

の間に補修工事するですとか、そこのところに予算を上げてもらうとか、そこまで話し合う

ことがどうしてできなかったのかなって。 

 あとは白老小学校がここまで危ない状況なのであれば、10年間の間に多少の補修工事をし

ながらでも子供を通わせられなかったのか、その間に少しずつでも保護者の間で３校が合同

で話し合いの場を設けさせてもらえるですとか、まるっきり立ち消えにするのではなく、も

う少し子供たちも交流が持てるような親たちも交流が持てるようなことがあれば、突然これ

がまたわき出てきて、２年後に統廃合しますというのではなく、その辺はソフトなやり方が

あったのではないかと。もう仕方がないのですが率直な意見は持っています。 

○委員長（小西秀延君） ありがとうございます。 

 続いて渡辺監査、ご意見あればどうぞ。 

○参考人（渡辺尚子君） 私は先日の教育委員会からの統廃合についての説明を聞いた段階

で教育委員会のほうの中でも今回の応諾書に関してどこまでの応諾書が欲しいのかが教育

委員会、案をつくった方たちの中だけでも意見が割れているように受けとめることができた

のです。本当に全てに対して応諾していただいた上でそれに対して検討委員会をつくってや

っていきたいのか。ただ学校が統廃合をするってだけの応諾書をしたあと、その後は全て自

分たちでやっていくのかというところが何かすごく明確になっていなくて、私たちもどこま

でのところを応諾していいのかっていうのに非常に困っていて、アンケートをとるに当たっ

ても全部丸抱えにしたアンケートをとるべきなのか、今回今若林さんがおっしゃったように

一つ一つ分けて、これに対しては応諾できるけど、これに対して緑小は応諾できなのですと
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いうところまで、もう詰めて根回しのようにしなければいけないのかっていう感じもありま

して、何かなかなか案とはいえ厳しい状況にあるのではなかいかなというのがまず受けとめ

にあります。 

○委員長（小西秀延君） それでは牧野監査よろしくお願いいたします。 

○参考人（牧野直樹君） 私は仕事が教育委員会のほうで嘱託職員をしておりますので、な

かなか立場的に難しい部分がありますが、実際部署が違うところにおりますので学校に来て

いただいた説明会のときにはいろいろこちらから突っ込みというか入れさせていただきま

した。 

 その中でどうしても先ほどちょっとお話ありましたけれども、計画案なのですと。実際こ

の後に計画があるという話をいただいています。案の状態で我々はＰＴＡのほかの皆さんに

アンケートをとらなければならないという今状況に至っております。でも最終的な計画があ

るのだというお話をこの間の説明会のときにいただいております。計画というものがあって

最終的なものではないのですという説明を受けています。そこが曖昧なのじゃないかなとい

う部分も非常に感じています。そこが出てきて初めて、そこからアンケートをとるっていう

作業が本当に必要なのではないかなと。 

 ただその27年度というものに固執し過ぎているがために、何か11月までに応諾書をとれな

ければならないという、何かせかされているという感覚が非常にあります。冷静に考えられ

るかどうか。 

 あともう一つ、きのうも道新の地方版のところに記事が出ていました。きのうは社台小で

す。きょう緑丘小、30日に白老小という記事載っていましたけれども、どうして否定的な意

見だけを載せられなきゃならないのかと。きょう記者の方こられているのかなと思ったらこ

られていません。我々がいう発言は載らないわけです。これ苫小牧の方が見たら白老の方は

社台小の方が言っているような形に皆さん思われているのかと。どうしてきのう公開された

のでしょうか。このこと私ちょっと疑問なのです。 

 議員の皆さんに意見を我々は言いに来ているはずなのですが、それが実名入ってその意見

が公開されてしまっていると。これ問題なのではないかと。どうでしょうか。 

○委員長（小西秀延君） それは終わってから私のほうから答えたいと思います。 

○参考人（牧野直樹君） 最初に記事がその前に統合案が出たときも、ありきみたいな書か

れ方をされています。当然その記事をＰＴＡ、保護者の方もご覧になります。ありきという

ような形で皆さん印象づけられているところからスタートしなきゃならないという状況に

入っているっていうのは、まず根本的な問題なんじゃないかというふうに個人的には思って

おります。以上です。 

○委員長（小西秀延君） それでは掘田副会長。 

 この計画案についてのご意見があれば、その後今牧野監査からありましたご質問に答えさ

していただきたいとます、私的なご意見でも構いません。 

○参考人（堀田尚史君） 遅れまして大変申しわけございませんでした。 

 会長や若林副会長ですとか、ほかの役員の方々がちょっとどういう意見述べられたかわか
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らないので重複する部分もあるかもしれないのですが、私的でもいいというお話だったの

で、例えば白老小学校の耐震構造のその安全面ですとか、そういうもので本当にもっとしっ

かりとした安全なところで子供たちを見なければいけないというような、当然訴えていただ

いているとは思うのですが、本当に今そういう形のものに向かっていかないと、例えばマグ

ニチュード何点何以上のものがきたときに本当に安全を担保できないというようなことだ

とか、きちっとした根拠になるようなものを説得力のある根拠っていうものがあれば、きの

う僕も牧野さんから指摘いただいて新聞読んだのですけども、これ個人的な考えだと本当に

今の社台小の役員の方たちの意見とか、あれが僕は真偽が定かではないと思うのですが、そ

の結果例えばうまくいかない結果なって、例えばの話です。地震が来ました子供たちが犠牲

になりました。責任取れないと思うのです。本当にだれが責任、本当に命にかかわるのこと

まで起きたらという。 

 当然、統合に対するいい部分、悪い部分があるとは思にうのですが、統合によるデメリッ

トの部分もあると思うのですけども、そのメリットっていうものをきちっと、もっと具体性

のある訴え方というか、そういうものをしていくべきかなと思います、当然、この間の説明

でも教育長初め説明を僕も聞かせていただいて、されていらっしゃるのはわかるのですけど

も、再度、例えば、こういうことを言ったら語弊があるかもしれないですけども、専門的な

用語ですとか、そういうのだとわからないような父兄の方もいらっしゃいますし、わかりや

すく丁寧に、それで、きちっとした根拠を繰り返し訴えかけていくというようなことが必要

でははないかとそういうふうに思っております。以上です。 

○委員長（小西秀延君） ありがとうございます。緑丘小学校ＰＴＡの皆さんからご意見を

いただきましたが、１点ご質問がありましたので、私のほうからお答えをさせていただきた

いと思います。 

 議会の内容等が新聞に載るということでございますが、本会議、本会議といいますのは議

会全員で議決をする等の、そちらに議事堂がありますが、そちらで行われる会議、公式的な

ものになります。こちらのきょう行われているような常任委員会の会議も公式的な会議とい

うふうになっております。 

 議会で行われる公式的な会議は全て公開という原則になってございます。もちろん町民の

方も記者さんの方も申し出があれば、いつでも入室できるというスタイルで進んでおる会議

になっておりますので、それは新聞記者さんにもいつ何の会議があるというのは全部通達が

されております。ただ全ての会議に記者さんが来るかどうかというのはこちらから強制でき

るものでもございませんし、どの新聞記事をどう書いてくれというのも議会側から申し出る

ことができないというのはルールと申しますか、相手も民間の会社でございますのでそのよ

うなことになっております。 

 一般的に私の個人的な意見を述べさせていただけるのであれば、どうしても反対意見があ

ったときには新聞記者さんというのは大きくそれをクローズアップして書くと申しますか、

昨日の会議においても内容をきょうとお伝えすべきではないと思うのですが、反対ばかりだ

ったということでは一切ございません。そのような話で進んでいた会議でもございませんと
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いうことをご報告させていただきたいと思います。 

 局長のほうから補足があれば。 

○事務局長（岡村幸男君） ありません。 

○委員長（小西秀延君） そのような答弁でよろしいでしょうか。わからないところがあれ

ばもっと聞いていただければお答えすることもできると思います。後でも構わないです。  

 それでは進行してよろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小西秀延君） ただいま会長さんほか皆さんのご意見をいただきました。それで

はこれより委員から参考人に対しての質疑をお受けしたいと思います。質疑をお持ちの委員

は挙手の上どうぞ。 

 吉田委員。 

○委員（吉田和子君） きょうはお忙しい中ありがとうございます。いろいろ皆さん個人的

な意見といいながら大変きちっと問題点を見据えてお話をしてくださっていますので、私た

ちも大変、伺いながら本当にこういう問題点きちっとしていかないと、なかなか進めていけ

ることではないというふうに考えておりますし10年前もおりましたので、その当時のことも

覚えていますし議会の中でもずっとそのことは議論があったことです。 

 先ほど会長もおっしゃっていましたけれども、今後学校全体のアンケート調査をして、本

当にそのことの集計したものを見ていって結論を出していきたいというお話、それがたまた

ま11月の末に応諾書を書かなければならないということだったということで悩まれている

っていうか、そのアンケート待ちということでお話をいただいたのですが、今私ちょっとお

話し伺っていてＰＴＡ会長の名前でアンケートあります。これはあくまでもＰＴＡ会長の名

前になっているので、私はそれぞれの会長が相談して出したのか、それとも教育委員会から

出されて会長名で一応出したのか、その辺れちょっとまだ理解していないのですが、今お話

伺っていると内容的なこともちょっとおっしゃっていましたので学校独自というか緑丘小

学校としてアンケート用紙をつくって、そして皆さんに配ってやるというお考えで、これは

これでもう出されて終わっているのじゃないかって、きのうもう社台も全部終わって集計終

わっているという話だったのですけども、その辺のちょっと違い教えていただけれは。 

○委員長（小西秀延君） 吉谷会長。 

○参考人（吉谷一孝君） つくったのはきのうつくって、これから10月２日までに回収する

ということで、まだ僕はそれで出してくださいという最終のオーケーは出していないのです

が、それはもう役員で話し合った中でこういうふうにしないと結論というか、また後戻りす

るアンケートはもうスケジュール的に無理だと。であるならばある程度、保護者の意見を集

約した形のアンケートをとらなければ、その先には進めないという判断を持ちましたし、逆

に言うとその判断だけで総会に臨むということもどうかというふうに思うので、総会に臨む

前、委員会総会とＰＴＡ総会と２つ踏まなけれけないのですけども、その前の段階で教育委

員会のほうにこういった意見だとか、ここがいいけどここはためだとか、何となくしようが

ないのではないか。だからいいっていう話なのか、その割合とかというのもきちっと示した



 8 

中で、これに対してどういうふうに逆にいうと、教育委員会側から答弁もらえるのかという

ことも確認しないと僕らが総会に臨んだときに、質問されても僕らの個人的な意見は言えて

も、相手側の意見というか教育委員会側の意見は僕らが答えるのと違っていたら困るので、

またそれを受けてまた教育委員会に行って話をしてというその繰り返しをしても時間だけ

が過ぎて意味がないと思うのです。 

 先ほど言ったように僕らもまず大前提に考えるのは子供たちの教育環境でしょうと。だか

らそこはもうぶれないようにして、それから先に進むにはどういうふうな意見集約をして持

っていかなけいけないか、逆にその意見をもとにおろしてもらわなきゃいけないかというこ

とをしないと先に進まないし、ましてや27年度となっているけど、それも逆に言ったら今後

の話し合いで28年度になる可能性もあるし、早ければ時間的にはもう多分27年度がめいっぱ

い最短だと思うのですけれども、ただそこのところを行ったり来たりのやり取りだとか、さ

っき出ていたようにやはり保護者の中には10年前からの話でしょうって。なのに今さらまた

歩道橋の話かよ。これからまたスクールバスの話かよ。というふうになるではまたそこから

の議論のスタートなったら到底１年では無理ですよね。準備委員会立ち上げても。 だから

そこのところをきちっとどういうふうに考えて、逆に言うと僕らがもっと求めているのは教

育委員会側が何を基にどうしてそうなのか。どうしてこの日時なのか校名はどうしてそうな

のかということもっと強く。 

 それでこの原案を出しましたというのはもっと強く明確に発信されないと、保護者の人た

ちは文書でしか見ないのでは「何かってにそんな話になっちゃっているの」というふうに思

う方も中にはいるし、僕らのように受け入れる側というか一緒になる側のことを配慮すれ

ば、こういう考え方にもなるのだろうなって言っている保護者もいるのも確かですし、その

辺のところの温度差というか考え方の違いとかっていうところにもやっっぱりどうしても

ぶれがあるし、それをＰＴＡの中で役員だけでまとめてやりとりというのはちょっと難しい

なという思いがあるのが現実です。 

○委員長（小西秀延君） 別物ということでよろしいですか。 

 吉田委員どうぞ。 

○委員（吉田和子君） 私は今回このアンケート、これはきっと教育委員会でつくったのか

なと思って、これで何を図ろうとしているのかなと私たちもちょっと出したときに、これを

見せていただいたときにどんなアンケートなのだろうと言ったら、これを示されたので、た

だ学校のＰＴＡ会長名になっていたので、「えっ」と思ったのですけれども、これを出され

てもきっと悩むことがいっぱいあるだろうなとはちょっと思っていた内容だなと思ってい

たのです。 

 今お話を聞いていて個々の意見になってしまうとＰＴＡの方々で結論を出せませんし、そ

ういうことはと思うのですけど、教育委員会のほうからなぜ27年度としたのかとか、そうい

った先ほどの会長の話で何かよくわからないって。 

 そういうことのなぜかという話は出たのですね。それに対してきちっとした答弁がなかっ

たということなのでしょうか。 
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○委員長（小西秀延君） 吉谷会長。 

○参考人（吉谷一孝君） その辺は説明会に参加している保護者の人はそういう意見が出て

それに対してのアンサーをもらっているのでみんなわかっているのです。だから27年度って

いうのは説明にも一つ二つじゃなくてたくさんいろいろ、そのメリット、デメリットの話か

らたくさん、僕らから言わせたら「そうじゃないでしょう。子供たちの教育環境がもう悪い

から、施設の環境が悪いから、これをせざるを得ないのだと。」そして財政的にも厳しいか

らこうせざるを得ないのだというそこをもっときちっと明確にしないとみんなわかってく

れているのです。その辺のところ逆に言うと、正直言って言いたくないのでしょう。そうい

うのが伝わるから逆に腹立って、それどうなのと聞いてくる保護者も中にはいると思うので

す。子供たちも言っているよ。「お金ないから学校新しいの建てられないからこれ３校統合

なのでしょう」と子供たちが言うのです。もう子供にもわかっていることをなんで大人がき

ちっとそれ言えないのですか。逆に僕らは何回も続けて１週間おきにも会議を持たなきゃな

らないのです。でもそれやったって正直なところを答えは出ないんです。だからそこのとこ

ろは考えてもっと進むべき道を明確にして、やっぱり保護者にもっとはっきりわかりやすく

す説明するというか説明っていうよりは僕は説得が必要なのではないかと思います。 

○委員長（小西秀延君） 吉田委員。 

○委員（吉田和子君） 結局は基本的な案だから押しつけないといったみたいで、押しつけ

ないということは変えますよっていう意味だから、ではどのように変えられるのとか、でも

これが固まったものだと「説明したときにはもう固まっているのか。」となってしまうので

その辺のやりとりが難しいと思うのですけども、分かりました。 

 ほかの方質問。 

○委員長（小西秀延君） 斎藤委員。 

○委員（斎藤征信君） 斎藤でございます。基本的な部分で今話聞いていて、もうこの時期

に来て今の教育委員会の姿勢がよく見えないとかっていう話しというのは、とんでもない話

だと思うのです。中学校の統合があってそれにかかわっていたということはわかるのです。

それが終わった後に小学校、必ず来るはずだったから、やっぱりそのあたりの準備はどうだ

ったのかと聞きたくなるということで、今話聞いていて教育委員会の説明が皆さんのかゆい

ところに手が届くような説明がきちんと降りていないというそこが１番問題なのかなと思

ったのです。それは教育委員会の責任なのだけれども。 

 一つは説明会でどれだけの人にきちっと伝わっているのかという意味では説明会という

のはどのぐらいの人数で説明会が行われたのか、まずそこからお聞きしたいのです。 

○委員長（小西秀延君） 吉谷会長。 

○参考人（吉谷一孝君） １回目が20名程度で２回目は10名程度です。合計30名。ただこの

ことに対して僕らが思うところも保護者に緑小は逆に言うと受け入れる側っていうふうな

のもあるのかもわからないし、時間的なもの日程的なものであったり、興味であったりそう

いうところがうまくあわなかったのか、そこまで問えないのですけれども、来る人はそのこ

とに対して何か意見を持っている人が来るのでいろいろな意見が出るのですけど、逆に来な
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い人たちはどう考えているかということだし、僕らもだから20人の10人ですから30人くらい

の説明会での意見だけの集約で話を進めるのは余りにも乱暴だということで、再度アンケー

トをとっていかないとＰＴＡの役員としても、どうしてそうなのと言われたときにきちっと

説明ができないようでは困るのでそういう形をとらざるを得なかったというところです。 

○委員長（小西秀延君） 若林副会長どうぞ。 

○参考人（若林美由紀君） １番最初に話をもらったときはＰＴＡの三役が呼ばれて話を聞

きに行ったのです。それは緑小だけじゃなくほかの小学校の役員の方たちも来ていたのです

けれども、そこのところで話を聞いたときに突然じゃないですけど呼ばれて行ってこのとお

りの話です。 

 そのときにまずここまで出ている27年度とかそれ以外のことがあります。例えば子供の通

学路の問題どうするですかとか、いろんな問題があって、ただそれはこの先の話し合いで詰

めていくところなので、そこはこの先になりますというお話だったのです。だからまずはこ

こまでを統廃合をどうするかだけをまず11月くらいまでに結論をもらいたいということだ

ったのです。それは予算やなにやらこれら話を詰めていく段階で、そのような順序を経てく

ださいということだったのです。それを聞いたときに、では小学校に帰って私たちはいつま

でに何をして、いつまでに何をして、それを今度は私たちが学校に戻ったときにそれをＰＴ

Ａの親たちに説明をまずしないといけないです。 

 その説明をこの私たちに委ねられたということからちょっとどうなのかなと。 

 本来ならばもう結論づけた段階で子供の安全のためにもうあそこには通わせられない。白

老の財政がこうだからもうどうにもできない。空き教室がある緑小を使うしかないというと

ころまでの話をドンと打ち出していてくれているのであれば、親たちはなるほどなというと

ころから入ってくると思うのです。そこはまずなく統廃合は27年度を目標としますというと

ころから、三役が学校に戻ってＰＴＡの方たちの意見を集約してきてくださいということだ

ったのです。ではどういう形でアンケートをとって、どういう形でまとめようから私たちが

悩まなければいけない状態だったので、きのうも会長ともお話ししたのですけど、どこまで

教育委員会側のほうが、まず第１回目の私たちの意見を求めているのかというところもきち

んともう一度聞かないと、ここは返答できますけれど、ここは返答できませんということを

もう一度言わないことには簡単には返事はできませんという話にしか行きつけてない段階

でいます。 

○委員長（小西秀延君） 斎藤委員。 

○委員（斎藤征信君） どうも経過が私もきちんと入ってこないのですけれども、その説明

会の中で、では教育委員会のほうにいつまでにこういうことを明確にしてくださいとかって

いう、そういう要求だとかっていうことは出ているのですか。そういうことは一切なかった

のですか。ただ教育委員会の言い方を聞いたというそれだけなのですか。 

○委員長（小西秀延君） 吉谷会長。 

○参考人（吉谷一孝君） 質問に対して答えはもらってはいるのですが、やはり正直なとこ

ろ本線から外れてしまうのです。だから本来はもうこの統廃合、適正配置についてどうする
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かっていうところで意見のやりとり、それ１本でいかなきゃいけないのですけれど、どうし

てもやはり保護者にしてみればそれよりも通学路の問題だとか、通学バスの話だとかそっち

のほうにシフトしてしまうのでそういう質問に話が長くなってしまって、実際にその年度で

あったり、学校であったり、校歌・校章についてのことは、それが間違いなくそれで原案ど

おりいかなければいけないという話なのか、要は準備委員会でそれも変わっても仕方ないの

ではないかっていうのも、さっき言われたように答える側のほうでも意見がばらばらなのが

受け取った側として正直はなところです。だから本当にそうなのかどこを信じてというかど

こを考えてそれを言わないのか、保護者の人たちにどういうふうにそれを伝えないといけな

いかっていうのが、そこは明確じゃないので僕らもアンケートとるときにそれで悩んで、い

ろんな項目に分けてこれ賛成、反対、仕方ないっていうふうなのを出さざるを得なかったで

す。 

 本来であれば賛成、反対、仕方ないとかそれであれば意見つけるところで出して、それで

受けてやるのが簡単だし、統計も取りやすいのですけれども、でもそうしなかったらいけな

かった理由というのは僕らが受け取ったときにはそういう理由でそういう項目がふえたと

いうことです。 

○委員長（小西秀延君） 斎藤委員。 

○委員（斎藤征信君） きのうもやっぱり教育委員会の説明会との関係っていうのはどうな

のだろうというふうな、ちょっとそういう感じもしたのですけれども。例えば白老小学校と

いう名前をつけるとかというのは、私たちもびっくりしたのです。いきなりなぜでそうなる

のって。 

 あとは一応原案出さないと皆さんが話に乗れないから、名前は何としましょうかという提

案はできないからだから一応出してみたと。ということは何度でも取りかえますという、緑

小さんからこういう名前がいいのではないかとかという意見をもらうつもりではいたので

しょうけれど、後はそれ以上の説明がないから白老中心の学校の一つだから白老という名前

を使うのだろうななんて勝手な想像をしただけの話で、だからそういうことがやっぱり父兄

の方からいうと１番大事なことなのです。その話から入ってどうするのああするの。それで

ぐるっと回ってこの統合変だという形に戻って、専門的に教育的にこうだから統合ありとか

なしだとかって、そんな高度な話ができっこない。だからそういう部分でぐるっと回ってつ

ぶしながらやっていくとすれば、私話を聞いていて教育委員会のやらないといけない仕事と

は来られなかった方や都合が悪くて来られなかった方、残りの親たちにどういうふうに対策

をとったのかといわかれば聞かせてください。 

○委員長（小西秀延君） 吉谷会長。 

○参考人（吉谷一孝君） その話は２回目の説明会の中でやはり僕からもその話をしたので

す。実際に来られなかった保護者にはこれからどう説明しますか。要は文章だけ渡して２回

渡したからという答弁をもらったのです。正直なところ。２回渡したから来ないからみんな

わかっているという判断で進めるのですかって僕は聞いたのです。僕らはそれはできないと

いう立場です。僕らは保護者代表ですから、僕らがそれをすると余りにも事が乱暴だったの
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ではないのということを意見出てきますから、それなら言いたかったなと後から絶対そうい

う意見というのは出てきますから、そうならないように僕ら代表としてきちっとやらなけれ

ばいけないと思ったので、文書２回配ったから理解されていると判断しますという答弁をい

ただいたのが現実でそこには疑問がありますけど、とりあえずがそういう話です。 

○委員長（小西秀延君） ほかに質疑お持ちの委員。 

 本間委員。 

○委員（本間広朗君） 本間です。今斎藤委員からと皆さんからいわれた、本当に教育委員

会の説明不足のところが多くて、多分、進め方が悪いのか何か一方的な進め方になっている

のではないかと。本当に応諾書を出すまでの期間が余りにもちょっと短いので、ＰＴＡで話

す時間がこれ見たら全然少なくて、とにかくまず判を押せというような感じの進め方なの

で、これだとやっぱり教育委員会のほうももっともっと頑張って本当に先ほど言ったように

説得しないと、これから多分校歌の問題も出てくるだろうし通学路もいろんな課題が見えて

くると思うのです。 

 ちょっと僕も虎杖中にいたときに統合の経験があるのですけれども、前に課題の整理まず

やったのです。ＰＴＡから出てきた課題、そしてある程度の課題ができて応諾書にサインと

いうか、押したのですけれど、それから準備委員でその課題を整理していきましょうとなっ

ていたのです。 

 だから多分教育委員会のほうも焦っているといったら期間が短いからどういうふうに進

めたらいいかっていうのはわからないと。わからないと言ったっら本来経験しているからも

っと丁寧に本来ならやるべきことだと思っているのですけれど。ただちょっと話変わります

がアンケート１番最初のアンケートありましたね。アンケート皆さんお書きになりました

ね、それで何か課題というか今までいろんな今出てきたのですが、その課題何か役員会の中

で課題が見えてきたものっていうのを大きな課題、小さな課題と僕らアンケートの中身わか

らないので、ある程度そういうまとめていると思いますので、例えば校章がどうのこうのと

いうお話もあるだろうし具体的に何かそういうところわかればお願いしたいと思います。 

○委員長（小西秀延君） 吉谷会長。 

○参考人（吉谷一孝君） ここに人数です。一応１年生が16人、２年生が12名、３年生が13

名、４年生が10名、５年生が12名、６年生が14名です。77名です。これは全学年に配って回

答がきた分です。260何名のちの77名なのです。 

 学年別に分けているからその人数です。統合についてどう思いますかという意見の中には

少子化が進んでいる状況や町の状況を考えると早期に実現することが必要と思われる。校舎

の状況通学をこの辺のところは先ほどお話ししたとおりだと思いますが、楽しい学校生活を

送れるよう協力できることに参加していきたいと思う。３校それぞれに伝統があると思う。

可能な限りその伝統的なこと残していただけたらいいという意見です。競争心が芽生えるの

ではないかというような意見、そういうふうなものと肯定的な意見。廃校となる２校の卒業

生の気持ちに可能な限り配慮し計画が進められることを望むとういうことをです。廃校とな

ったところを何かの形で活用することが考えられないかという意見、そういう意見のほうが
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多いです。裏のほうに行くと統合賛成だがなぜ27年度なのかと。もっと早くにしてもよかっ

たのではないかと。小さい町だから３校はいらないだろうと。簡単に述べている人もいます

し、安心安全で子供たちのことを守っていただけるなら。あとやっぱり校名、校歌は違和感

を感じる。ほかに選択肢はないか。少人数指導ができる環境を大切に考えたい。デメリット

だと言われた部分をメリットだと考える人もやっぱり中にはいるので、そこのところの説明

です。大体そんなところです。 

○委員長（小西秀延君） 本間委員。 

○委員（本間広朗君） 大体わかりました。それと今回出されるアンケートありますね。き

のうも言ったのですけどアンケートが上がってきます。そのときに、恐らくまず役員で協議

しますね。その後全体会議開くと思うのですが、これ役員の判断というか全体の意見当然聞

いて判断しなければならないと思うので、具体的なところで恐らく分かれると思うのです。

そのときに本当に半々半々だったらではどういう決断するのかっていう、全体でどう役員で

もそうだし、そういう苦悩が始まると思うのです。役員の苦悩っていうかその辺のところも

教育委員会のほうでいろいろ本来であれば相談していかなければならないと思うのですが、

今後どの程度のＰＴＡの会議、先ほど２回ＰＴＡ、これはＰＴＡだけの会議なのですか。そ

の前に２回やったというのは教育委員会を入れての２回ですか。今言ったいろんな課題が今

度見えてくると思うのでその辺もＰＴＡとしてどういう決断をしていくのか、きょうちょっ

と僕も心配になってくるのですけど、今後アンケートの内容も本当はちょっと知りたいな

と。僕も昔虎杖中にいたときもアンケートとってやったのですけれど、それは教育委員会の

ほうからのアンケートである程度、僕らから出た課題を整理するためのアンケートだったの

で、独自に出すっていうのは多分、自分たちの何か要求というか、そういうふうなアンケー

トになりがちなのかなとちょっと思いながら聞いていたのですけど、ただその辺の判断とい

うかちょっとどうするのかという、会長がある程度引っ張っていかなければいけないところ

もあると思うのですが、その辺の決断というのは最終的には本当は子供たちのためという

か、緑小は来ていただくほうなので、本当にいじめとか人間関係きのうもあったのですが本

当に僕も白翔のほうで子供がいるので、本当に統合してよかったなというような学校にしま

しょうとよく言っているのですけれど、そういうような学校にするために答えが出るかどう

かわかりませんが、役員として今後もっともっと本当は会議、ＰＴＡだけで会議しなきゃだ

めだと。時間がないのでどうなのか。 

○委員長（小西秀延君） 吉谷会長。 

○参考人（吉谷一孝君） 基本的な考え方から申しますと僕らＰＴＡ役員であってもＰＴＡ

の総意で意見をするしかないのです。僕のリーダーシップで僕がどう考えているかこちらの

方向というのはこれはもう組織として無理なので、僕らがやる役目としてはあくまでもアン

ケートの結果をまず教育委員会のほうに提示して、それまとまった時点で教育委員会のほう

へ提示しに行きます。それに対してのアンサーももらいます。もらわないと逆に言うと次の

委員会総会、ＰＴＡ総会のほうに持っていけないのでそこの確認をまずします。それが確認

できない状態であれば、もうそこから先話は進みません。その確認が取れない限りは次に進
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めないのでその話もアンケートがまとまった時点で教育委員会のほうに伺ってその話はし

ようと思っています。 

○委員長（小西秀延君） 本間委員。 

○委員（本間広朗君） 本当に統廃合、今27年ですけれど別に27年にこだわらなくてもいい

のですけれども、ただ時間というか27年というのは提示されているので、そこまでに応諾書

がいま見えるところまでにどうにか、みんな意見をどうにかしようということを考えないと

だめだということは相当ＰＴＡの会議も独自にやらなきゃだめだし、教育委員会に応諾書だ

ったらともやらないとだめだし、その辺本当に僕もそうですが大変だと思うのです。本当に

もう11月、例えば１カ月に１回会議なんて少ないくらいで多分大変だと思うのですけれど、

その辺答えはいいですけれど大変になるのかなとちょっと個人的に思ったのです。 

○委員長（小西秀延君） 吉谷会長。 

○参考人（吉谷一孝君） その件についても基本的に僕らの考え方はさっきあったように、

子供たちの教育環境考えるのはまず第１だと。その中ではここにも意見たくさん出ているよ

うに、やむなしと、賛成だもっと早くするべきだったのではないかって意見なのです。だか

ら基本的な考え方、緑小の保護者の中ではほぼ統合には賛成なのです。ただ方法、進み方、

進むスピード、そこにみんながなぜなの。逆に早急に進めるその熱意が伝わってこないがゆ

えのぎくしゃくだと僕は解釈しているのです。だからそこのところそれに合わせるように僕

らも急いで何回も会議を持つかというのは、僕ら役員の中でもそれはそうだねと、それはき

っちりしてあげないと子供たちかわいそうだよねっていうところはぶれていないので、基本

的にはそれに間に合うようにするためにどうするかっていうアンケートの考え方、教育委員

会に対しての意見を聞きに行くだとか、あとそれに対しての保護者の皆様方に対する返事の

時期を考えてタイムスケジュール組んで、やっぱりやろうっていうのはそこなのです。それ

がなければ別段僕らそこまで一所懸命やる必要ないのです。逆に向こうからきちっとしたも

のが出てくる僕ら何もできないからやりませんて、やれませんっていえばそれですむ話です

けれど、やっぱりそこには前段のところがあるのでそのスケジュールに間に合わせるにはど

うしなけいけないかって、みんなの意見をそこにも持っていくにはっていうところです。そ

れがなければ僕は無理してそのスケジュールにこだわる必要全くないと思います。 

○委員長（小西秀延君） 若林副会長。 

○参考人（若林美由紀君） あともう一つ言いたいのがこの今回とるアンケートは打ち出さ

れている応諾書の返事をもらいたいという、ここの27年度から白老小学校のものとするまで

のアンケートしか今回とらなかったのです。それはまずはここまでしか取る必要がないから

だと踏んだからなのです。ただこれから１番問題になってくるのはもう目に見えてにわかり

ます。通学路の問題ですとか校名ですとかいろんな問題あります。ただこれに関してはまず

ここのアンケートとる段階でも、本来ならば３校とも同じアンケートとるべきだったのでは

ないかと思うのです。それも教育委員会のほうでここまでのアンケート結果がほしい。どう

いうものの考え方をしているのか知りたいということがきちっと打ち出されてきたら、３校

同じようなアンケートとって共通な返事がもらえたと思うのです。でもまず私たちもここか
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ら迷いました。目に見えてわかるのがこの先にではまた私たちはアンケートの内容や親たち

から救いあげてくる意見をまた考えて、私たちが親たちに提示をしていかなければいけない

のかなという作業を考えたら相当大変になってくると思うのです。それで前回教育委員会の

ほうから話があったときに中学校統合するにあたって一度経験しているではないですかと。

そこのところで数々の問題点であり苦労した部分ですとか、上がってきたものをきちっとこ

ういう問題がありました。こうでしたと。こういう話し合いがありましたっていうものも父

兄のほうに提示してくれませんかとか、それを見たら大体こういう問題があるのだ。こうい

うことを考えないといけないのだな。父兄のほうと話し合いをして私たち取りまとめをこう

してかなければいけないのだなということがある程度の道筋ができます。その一度経験して

いるものをきちんと説明をしてもらいたいということは前回お話したままです。だから、そ

れがこの先どういう形であがってくるかわかりませんけれども、さらにここからＰＴＡのほ

うに話を上げて、もっと詰めた話になっていくときに先程申し上げたように私たちが苦悩す

るじゃなくて、ある程度のものを掲示してもらわないと私たちがどこまで悩んで、どこまで

父兄から意見をすい上げて、私たちがどこまで集約して教育委員会のほうに持っていかなけ

ればいけないのだというところでしか終わっていないのです。その席の一切の話はまだ来て

いないのです。ただまずこれだけはしなければいけないということがわかっているのでとり

あえずここまでしましょうかという段階なので、この先もっともっと教育委員会のほうに私

たちも意見は言っていかなければいけないのではないかと思っています。ただ納得できるか

どうかはわかりません。 

○委員長（小西秀延君） それでは１時間程度過ぎてきましたので議論もまだ続くかと思い

ます。暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ７時３３分 

再開 午後 ７時４５分 

○委員長（小西秀延君） それでは休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 引き続き質疑を続行いたします。質疑をお持ちの委員の方はどうぞ。 

 吉田委員。 

○委員（吉田和子君） 先ほど会長からお話があって、これからアンケート調査をして本当

に学校、父兄の総意のもとで結論を出していきたいという、ただし先ほどのアンケートにも

ありましたけれども統合にはやむなしという声が多いという話があったのです。先ほどその

教育委員会でやったアンケートは調査結果が77ということで、私もこれで結論出すというの

は厳しいなとちょっと思ったのですが、新たにまた出されるということで昔もそうだったの

ですがなかなか親は行政がやるようになっていくのだろうとどこかでしらけている部分が

あるのかなということで、そのアンケートの先ほど斎藤委員からもありましたたけども、教

育委員会もその来なかった親たちにどう説明するのだという話があったのですが、その出さ

れない親たちに対して今後たくさん出てくれることを願っていっているのですけれども、そ

れをもとに結論出していくということですので、自分たちの中ではこれからいくら集めたい

というそんな思いはありますか。 
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○委員長（小西秀延君） 吉谷会長。 

○参考人（吉谷一孝君） 正直なところ、努力目標数だとかそういうのを設定していません。

ただ文書の中にはこの適正配置について重要なアンケートですと。ＰＴＡの総意としてこの

意見を総会なり教育委員会なりに持っていくと、応諾書に判を押すというそういう作業があ

るので、皆様方にはそういう思いできちっとアンケートに参加してくださいという一文を入

れました。そうしないと少ないから、また総意でないという話になってしまうとまた同じこ

との繰り返しはもうさっき言ったように思いとしては早くにそれはしなければけないとい

う部分です。それは合わせるため、子供たちのためにはそうするほうがいいだろうという判

断で、そういう一文も加えさせていただいたっていう実情、現状があるのでそのアンケート

の数の多い少ないではなくて、あくまでもこれは重要なアンケートだということは周知した

上で、それをもってこれからのスケジュールを進めていくという内容が載せて、ＰＴＡの総

意として進めていきますよという文は載せてアンケートを取るつもりです。 

○委員長（小西秀延君） 吉田委員。 

○委員（吉田和子君） 思いわかりました。本当にそこまで書かれていて、それでも出され

ない方はそれに従いますととるよりしようがないのではないかと思います。本当に少しでも

多くの方の意見が集まってくれるといいなと思いながら、それを中心にしてこれから役員の

方が悩まれると思うのですけれども、しっかりと今後の子供たちのために、それでまた附帯

意見も先ほど聞いていましたらそれはあとと言われたというのですけれど、私は同時進行で

やってもらうべきだし準備委員会でできるものと総体的には初めにわかっておかないとで

きないものというのがあると思うのです。その辺を明確にしてどんどん教育委員会に意見を

述べていくという今役員でいらっしゃる皆さんも、一つの役目になるというか責任になって

しまうという本当に大変なときに役員をやられているんだなと思っているのですけども、そ

ういうふうにして進めて行っていただければと。いろんな面でいろいろな実情もわかってい

ますので、私たちも議会としてしっかり皆さんの意見を受けるためながら、教育委員会にも

の言っていきたいと思っていますけれども、やっぱり皆様一人一人の声が１番教育委員会を

動かすのだというふうに私は思っていますので、そのアンケートをしっかり募って出してい

ただければというふうに思います。 

○委員長（小西秀延君） ほかに質疑をお持ちの方いらっしゃいますか。 

 若林会長。 

○参考人（若林美由紀君） 反対に言えば私たちが教育委員会の方たちに例えばアンケート

をとる前に私たちの力だけでは足りないところがあるのです。隣近所にいる方とか知り合い

のお母さんですとかに、今こういう状態だからアンケート必ず提出してね、と声掛けはでき

ます。ここの中に一文載せることはできます。ただやっぱり今お話いろいろと聞いている中

で教育委員会の人が偉い人で、私たちが聞きに行ったときだけ答えてくれる人じゃなく、反

対に向こう側のほうからもしかしたら学校のほうに出向いてもらって、向こうのほうからも

きちっと父兄のほうに、「こうしてください。」「協力しください。」ということを言うべき立

場の方だったのかなというのはここに来て初めてわかりました。 
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 だからもしそれが可能なのであればアンケートをとるの前に参観日なり何かの形のとき

に向こうの方に出向いてきていただいて、これから大事な統廃合に対するアンケートをとり

ますと、それはＰＴＡ三役だけではなく皆さんの協力が必要なのできちんとこのアンケート

には答えて、その中から意見をきちっと集約したいと思いますと、行政の声をきちっと父兄

のほうに伝えてもらったらもっと心情に伝わってきて、なるほど自分たちも参加しなければ

いけないのかという気持ちになるのだと思うのです。 

 だから反対に今聞いていてそれが可能なのであれば会長たちと皆さんでもう少し話し合

いをして、教育委員会のほうに訴えてかけてきてもらうというのも少し一つの手なのかなっ

ていうのがきょうここにきて感じました。 

○委員長（小西秀延君） 吉田委員。 

○委員（吉田和子君） 私さっきずっとここで見ていて生徒数とか学校数とか先ほどちょっ

と会長おっしゃったように、やっぱり皆さん仕事を持っているのでなかなか集まってくださ

いと言われても、夜に集まってくることができないという話をされていました。自分の子供

も卒業して20年もたっていますから全然想像できないのですけれども、私たちの時代よりも

っと厳しくお母さん方が働いているのだろうという思いで聞いていて、参観日にどれぐらい

出るのかなって、そういったときを活用して説明できないのかなって、ちょっとさっきはふ

と思ったので、そうおっしゃったので、仕事をされていても仕事を休んでも参観日に来てい

るお母さん、お父さん方も結構いらっしゃると思うので、そういった場で本当にそれは私た

ちが言うことではなくてＰＴＡのほうから、やっぱり改めて夜やるというのは厳しいと。学

校に行っている子より下の子がいる人もいるわけです。だからそういったことを含めると、

学校に来ているわけですから、そういう場を利用してほしいということは、どんどんＰＴＡ

の今の結論を出さなければならない、やらなきゃならない立場の方として、どんどん言って

いっていいのではないかと思うのですけれども。 

○委員長（小西秀延君） 斎藤委員。 

○委員（斎藤征信君） 今の話ＰＴＡがどんな役割を果たさなきゃならないかという話が中

心になるわけで教育っていうのは百年の計といわれるくらいに今すぐ答えは出てこないの

です。ずっと後になって答えが出てくるものだから、だからどんなふうになろうと子供たち

というのは対応していくのです。統合しようがしまいが子供たちは生きていく。だけれども

大人として見た場合にそれがどんなふうに育つかって判断するの大人の責任であって、だか

らＰＴＡが大事だと思うのだけれども一体学校はどうなのだと。校長の役割って何だという

ことになります。知らんふりしていていいのかと。自分が与えられた職だから私は知らない

と。教育委員会の言うままだということになるのか。確かにみんなの前で私は賛成だから、

私反対だからっていうことはこれ慎まなければならないことだけれども、こういう条件で今

町がこういうところに来ているのですと。そのときに私たちは長い目で見たときに、どう考

えたらいいかっていう資料提供をして皆さんに考えてもらう。 

 そしてＰＴＡ緊急に集まってくださいと。総会をやりますと。やったらどうでしょうかと

いうようなことまで校長というのはできないのかどうなのか。人を集める。先生方に頼んで
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集まってもらって、そして皆さんがどう考えたらいいのですかとその場で話し合ったら面白

い話し合いができるだろうと思うのです。なぜそれをやらないのですか。それだけ大きな行

事です。 

 学校が統廃合というのはものすごく大きな仕事だと思うのです。その時に本当にみんなで

思いのたけをぶちまけるようなそういう話し合いをやって、ああそうかってみんなで納得す

るぐらいのおれたちはこう考えるのが本当なのかなって思いながら帰っていくような、そう

いう場というのがあってもいいのではないかな。それはＰＴＡが音頭をとって人が集めるこ

ともできるかもしれないけども校長、学校というのは何をやればいいのだろうって思うので

す。学校にもそれだけの責任というのはあるのではないでしょうか。どうでしょうか。 

○委員長（小西秀延君） 牧野監査。 

○参考人（牧野直樹君） 実は緑小の校長先生がかわって、私おやじ部というお父さんたち

の集まりでおやじ部ということをやっておりまして、新しく校長先生、教頭先生かわってか

ら積極的にお父さんたちのそういう会合の場に校長先生は出てくれるようになりました。 

 この統合の問題がどうだという前に実はふだんからそういうコミュニケーションがとれ

ているかっていうところが１番問題なんじゃないかなと思うのです。こういう大きな問題だ

から集まるのではなくてふだんからコミュニケーションがとれてないものをいざこのよう

なときにだけ集まってと校長先生が言ったところ、僕は集まらないと思います。あの校長先

生で言っているのだからっていう、やっぱりそういう土壌がないとなかなかこれは難しいの

かと。職制的なものも当然あると思うのですが、集まる。話を聞く。あの先生が言っている

のだからという状態が今果たして教育現場でどれだけできているのかなというところだと

思うのです。立場的にも難しいのではないかなという感じはしますけれども、ただそういう

方がいらっしゃってもいいのかなと。 

○委員長（小西秀延君） 吉谷会長。 

○参考人（吉谷一孝君） 話からちょっとずれるのですけれど僕が思うのはＰＴＡ会長を何

年もやらせていただいて、何人もの校長先生、教頭先生と接しているのですけれど、基本的

に何が違うかというと校長先生も教頭先生も白老に住んでいないのです。教頭先生居ても校

長先生居ても白老に住んでいないのです。基本的には住所ここにないのですから。 

 たまにはここに泊まっているかもしれないです。校長宅だの、教頭宅だのあるかもしれな

いですけれど、基本的にはここにいない人なのです。だから資本的にはもう事務局なのです。

校長先生であっても教頭先生であっても事務局。だから教頭の意見、校長の意見というのは

ほとんどないです。だからＰＴＡ主導でどう考えてどう進めてどうやってやりますかという

ことは聞いても、こうこうこうだと僕は思うのですかという意見は今までされた校長、教頭

はほぼいいません。できれば仕事がふえることは好みません。現実です。だから三役で今回

の件に関してもやっぱりその中身についてもどうしますか、こうしますかも全部三役で決め

て、こういうふうに出してくださいという話が現実です。だからそれもそうですしやっぱり

こういろいろ方法も確かにあるのです。だから先ほどいった参観日のときに合間を入れてＰ

ＴＡ総会もやっぱりそうですし、僕も何度もそのＰＴＡ総会の参加人数も少ないです。参観
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日終わって先生との面談の前にＰＴＡ総会入れてくれないかとお願いしたけど時間の都合

があると。残業代払わなければならない。いろいろ何かあってできない。やめればいい。総

会やらなきゃいい。と乱暴な話になってしまうけれどそういう現実もあるからそれも踏まえ

た中でやっぱり今回のこういう進め方になっているのが現実です。 

○委員長（小西秀延君） 議会側からの質問ですが、ちょっと校長先生は立場的にもちょっ

と難しいかなと思いながら私も聞いていましたが。 

 斎藤委員。 

○委員（斎藤征信君） 何も統合の話があるから集まれとそんなこと号令はかけられない。

だけどＰＴＡと相談して集めて若干のそういう状況の話をしようかということは、これは校

長の権限で幾らでもできることです。それもしたくないのならしなくてもいいけれど。  

○委員長（小西秀延君） ちょっと雑談形式になってしまいますので、やはり挙手の上で進

めたいと思います。ほかに質疑のお持ちの方いらっしゃいますか。 

 ないようであれば、私からは今までのご意見を相対的にお聞きして、私の意見を述べさせ

てもらいますが、全般的には教育委員会が主導で行ったアンケートでは総論としては賛成の

方が多かったというようなニュアンスで吉谷会長をほかの役員の皆さんお話でそういうふ

うに捉えさしていただきました。 

 また小学校の適正配置を進める過程においてさまざまな問題があった点で、例えば中学校

が適正配置の優先になって小学校は今まで前の議論から進んでいなかったと。進展しなかっ

たのはなぜかという意見もございました。また各論に入っていけば通学路等の問題、学校校

歌、校章の問題等いろんな問題が出てくるのかなという問題点もお聞きしましたが、それ以

外に今回統合に向けてご意見があったらこの場でお伺いしたいなと思っております。 

 なぜならこの総務文教常任委員会という委員会議会に報告をすることになっております。

議会に報告するということは正式にこの委員会の意見という形になります。皆さんと懇談し

た中のまとめた意見という形で議会に報告をします。その後その報告を受けた町はこの案を

正式に決定していく形になって、議会には統合案という形ではないかもしれませんが予算等

で我々議員は、議決を求められます。そのときのためにも皆さんのご意見をしっかりお聞き

しておきたいなと思いまして、今出た意見以外にあれば皆さんから会長に限らず、皆さんか

らご意見があればお伺いをしたいと思います。何かございますでしょうか。 

○委員長（小西秀延君） 堀田副会長。 

○参考人（堀田尚史君） 自分なりの捉え方でちょっと今、小西委員長が言ったことに対し

てコミットしているかどうかっていうのはちょっと僕も判断しかねている部分もあるので

すけど、すいませんちょっと頭少しおかしいので。先ほど本間委員さんからご指摘があり、

一つのものとして期限です。期限ということが一つちょっとのひっかかっている問題かなと

思うのです。だから期限ていうのはあくまで目的を達成するために設けられているその手段

だと思うのです。どういう目的があるからこの期限というものが設定されるというところが

曖昧なことが、やっぱりいろんな疑問を大きな部分でとらえると、その期限が設定されて、

なぜそうなのだということがそれは手段であるのです。期限というのは。だから目的ってい
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うものが明確にあって、そのためにこの期限が設定されているのだっていう説明をもっと明

確にされれば、非常に我々もそういう目的あるからこういう期限が設定されているのでこう

いう形で進めていかなければいけないということが、よりクリアになるのではないかなと思

うのです。だからその説明をしていただきたい。委員会のほうから何かもっとこう明確にし

ていただければより順次進んでいく一つの大きなものになるのかなと思います。  

 それとやっぱり先ほどの新聞に社台小学校の役員の方たちのことが載ったというのがあ

るのですけども、例えばの話うちらの緑丘小学校のいろいろコミュニケーションの段階のこ

となのですけども、白老小の役員の方、社台の役員の方とも当然、本間委員さんもやってき

たと思うのですが、どこかの段階でいろいろなことをぶつけ合わなければならないのです。

そういう声掛けとかをどこかがし始めたら、そこは何か旗を上げたらそこが突っ走らなけれ

ばいけないというその責任、そういうものも発生してくるかもしれないと思うし、だからそ

ういうようなことを委員会のほうでうまく先導していって、こういうような場を設けたから

というなことをやっていただければ、要は声を上げるとどうしてもそこに責任が発生すると

いうようなことになる部分あるじゃないですか。そういうこともお願いしたいなと思いま

す。すいません、ちょっと重複したかもしれませんが。そういう何か決定とかではないです

が、例えばそういう場を設けますとかというような。 

○委員長（小西秀延君） 堀田副会長からご意見をいただきました。議会側から声をかける

ということは学校当局と協議という形には義気あ側執行機関ではないので、そういう形はな

らないと思いますが議会から執行機関にこのように進めてほしいという要望は出せる形に

なっておりますので、委員会で協議して要望等で議会のほうに上げたいと思っております。 

 ほかにございますでしょうか。 

 牧野監査。 

○参考人（牧野直樹君） 期限の話が今出ていますが我々はその27年度というものを着地点

として今やらなければならないという形で進めているのですが、教育委員会は本当にそう思

っているのでしょうかというその温度差がもしあった場合になかなか話が進まないのかな。

出てくるべき資料も出てこない。返答も出てこないという段階で進まなきゃならないという

今のちょっと違和感、非常に感じます。 

○委員長（小西秀延君） 例えば返答が返ってきていないという先ほど言った詳細な部分の

ことに関することでしょうか。 

 牧野監査。 

○参考人（牧野直樹君） こういう疑問があります。例えば資料も最初に配ったものが家庭

にいっているだけで、いろいろ説明会を受けていてその中で数字がいろいろ口頭だけで出て

くるのです。ここに載っていない数字を出されて比較をしたりするという形が出てくるので

すけれども、それをちゃんと明文化してくださいという話をしたのですが一向に来ない。と

いうことは本当にその27年度という最初、行政側急いでいますということをうたっているに

もかかわらず、我々がだから急がなくてはならないのだと一生懸命やっていても本当にスピ

ード感がないです。わかっているかもしれないけれどもその温度差がすごくあるのかもしれ
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ない。 

○委員長（小西秀延君） ほかにご意見等お持ちの役員さんはいらっしゃいますか。 

 よろしいでしょうか。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小西秀延君） それではご質問がないようでございますので、参考人の吉谷会長

初め副会長、監査の役員の皆様、本日は大変ありがとうございました。ここで退席をお願い

いたします。 

 暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ８時１０分 

再開 午後 ８時２５分  

○委員長（小西秀延君） それでは休憩を閉じて会議を再開したいと思います。 

 参考人のご意見を拝聴いたしましたが、各委員からご意見等についてついては、全ての参

考人のご意見を伺った後にしたいと思います。 

◎ 閉会の宣言 

○委員長（小西秀延君） 本日の会議はこの程度にしたいと思います。これをもって、本日

の総務文教が常任委員会を閉会いたします。ご苦労さまでございます。 

（午後 ８時２５分） 

 


